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１．はじめに

　中学校数学科の学習指導案作成について，前々号（論集49）掲載の指導案（例A）とは

別に（例B）を追加提示します。令和３年度から中学校の新学習指導要領が全面実施され，

改めてその趣旨等にそい前稿と別視点も加え指導案作成上の留意点について考察しまし

た。

　本稿では，始めに学校現場で使用された指導案を参考にして構成要素の比較等を行いな

がら項目・内容等を概観します。次に，今回提示する学習指導案（例B）を利用して作成

上の留意点について補足説明を行います。最後に，指導案について考えられる今後のいく

つかの課題点について触れます。

　基本的に前稿とは内容・論点を差別化するなど独立したかたち，（例B）のみでも分か

る説明に留意しましたが，テーマと資料の関係上必然的に（例A）と関連した記載があり

ます。論集49号の掲載稿も御一読頂けましたなら幸いです。

２．学習指導案の例と比較表について

　指導案の構成について，まず実際に現場で使用された事例を利用し比較・概観します。

学習指導案は，様々な研究会や教育実習生による研究授業等で作成されており，その数は

膨大です。本稿では，ここ10年間程に私が手にした指導案を類似のものをまとめたり，

著作に留意し論考の趣旨も損なわない程度に加工等し，14例にタイプ分け（以下：T14例
と記す。）をして表を作りました。一般性（標準的な例）や多様性（自由な構成例）につ

いても留意し，あわせて私自身の講義での説明のしやすさも加味しており，統計的な無作

為抽出性はありません。

　教育実習生の指導案は，研究授業に対する各校や指導者の方針・スタンスなどの違い，

各現場の過去の指導経緯，大学の指導等含め，多種多様なかたちで作られています。本稿

で取り上げたT14例は，作表の目的を「様式の多様性が概観できること」とし，「評価の

観点」に配慮し，平成24年から令和３年迄に関東圏内で得られた120本程の指導案を参考

に作成してます。私の講義を受講した学生の実習時の指導案や数学の研究会等で教員が作

成した指導案例・各種資料（備考欄等）からも選択・抜粋等し，細かい点を含め様々な違

いや差などは，まとめた部分があります。すでに現場で実際の指導・評価に使用されてお
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り校名等の記載は控えました。また，手持のごく限られた資料の為，表中に例数等の割合

（パーセント）は記してません。例を選ぶ際に私自身の経験をもとに，ある程度一般性を

意識しましたが，資料の収集や選択・作表方法含め再検討すべき点が種々あります。

　他校種・教科の指導案の用語や構成方法・表現等との比較についても取り上げません。

校種・教科によって説明内容の記載方法や重み等に差が出ることがありえます。用語の例

で言うと「数学的活動」は単に教科名をかえた「社会的活動」では，趣旨・使い方が変わっ

てしまいます。これらについては各教科別の対応となります。

（１）「学習指導案記載内容比較表（タイプ分け14例示）【表－１】」について
　指導案の項目設定・様式について，実際に使用された学習指導案から例を適宜取り出し

字句等整理し内容の比較ができる一覧表にしました。今後，例数を増やしタイプを再整理

した分析も行いたいと考えています。表示した例数は14ですがその中でも，単元目標や

教材観などの記述方法を含め様々な工夫・差異があります。

（２）「学習指導案記載内容比較表」における記載項目等について
　指導案例の記載項目名とその記述方法等について比較しました。Ⅰ前半部（上側）は，「①

実施日・時間」から始め「⑮評価の観点・本時」までの①～⑮。Ⅱ後半部（下側）は，「本

時の指導内容」とその下の各項目です。記述の簡便さを考え「本時の指導内容」の表の縦

項目は，「1）展開・時間・過程」～「5）評価の観点・手立」としました。次に，比較表

の前半部と後半部に分け補足説明をします。

（３）【表－１】の前半部（上側：①～⑮）について
・①：「実施日・時間」：これは通常必須です。ただ記述方法は「実施年月日・曜日」，さ

らに該当学年・クラス・時間帯などまで並記された事例が含まれてます。

・②～④：基本的な必須事項です。コメントは省きます。

・⑤：「教科書会社名（△）＋書名（〇）」は，省かれた事例もあります。教委に届けてい

る教科書・副教材名等ですので，授業の具体的なイメージを持つ意味でも参考となり，

記載するかたちを講義では推奨しています。なお，「△」は「教科書出版社名」までの

記載があり，「〇」はさらに「書名」まで記載があったときを示してます。以下，表中

の△と〇は同様の使い方をしてます。

・⑥～⑨：「単元名」や「単元目標」等についての記載を比較すると，各事例の右欄枠に

必ずしも〇が付いてませんが，内容的には⑥～⑨のいずれかの項目の中で，記述量の多

さに差はありますが，何らかのかたちで触れられていました。

・⑩～⑫：「指導観」「生徒観」「教材観」は，項目名は異なりますが内容やその趣旨は，

ほぼ繋がるかたちで記載されていました。ただ，視点や立場・切り口がどこにあるかで

記述方法に様々な差が出ることがあります。

・⑬：「単元計画」は，実際は⑥～⑨の項目内で記述されたり，また内容も相互に関連す

るなどあり順序も含め柔軟に捉えました。評価に留意した記述の例も含まれてます。

・⑭～⑮：⑭の「評価規準」は，表による記載が多く見られます。内容的に次の「⑮　評

価の観点・本時」を含め記載されるかたちがあります。本例中にも⑮を単独で記載した

ものはありませんでしたが，大学の講義の関係で欄を残してあります。

　「評価規準」の記述は，学生に必須で指導しています。しかし，１時間の授業内では

１～２観点の記載が妥当で３観点全て書く必要は無いと説明しています。理由は教室の
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全生徒対象に，３観点について公平正確な評価記録をすることなどに難しさがあるから

です。この点については後述する指導案（例B）の説明などと密接に関連しています。

　　　内　　容 T例１ T例2 T例3 T例4 T例5 T例6 T例7 T例8 T例9 T例10 T例11 T例12 T例13 T例14
① 実施日・時間 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

② 場所･クラス(△)+人数(〇) 〇 △ 〇 〇 〇 △ △ △ △ △ 〇 △ 〇 〇

③ 指導者名(△)+職名(〇) 〇 △ 〇 △ 〇 〇 △ 〇 〇 △ 〇 〇 〇

④ 授業者名 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑤ 教科書会社名(△)＋書名(〇) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑥ 単元名(△)＋節名(〇) 〇 △ △ 〇 △ △ 〇 △ 〇 △ 〇 〇 〇 〇

⑦ 単元(の)目標 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑧ 本時(の)目標 〇 〇 〇 〇

⑨ 単元観 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑩ 指導観 〇 〇

⑪ 生徒観(学級観※)(実態等＊) 〇 〇 〇＊ 〇 〇※ 〇＊ 〇 〇 〇 〇 〇＊ 〇

⑫ 教材観(指導上工夫等記載※) 〇 〇 〇※ 〇 〇 〇※ 〇 〇※

⑬ 単元計画(△概要/〇普通/◎詳細） ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ ◎

⑭ 評価規準(単元) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑮ 評価の観点・本時

1)展開・時間・過程 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2)指導内容・事項(教師) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3)学習活動・内容(生徒) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4)指導上の留意点(教師) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5)評価の観点・手立て(教師) ● ● ● ● ● ● ● ● ●

列の数(項目のタイプ例↓) 4 4 3 4 4 3 4 4 3 3 3 4 5 3

１列目の項目名例 展開 展開 時間 展開 時間 展開 展開 展開
時間
配分

時間 時間 時間 過程
学習活動
と発問

２列目の項目名例
学習内容･
学習活動

指導事項 学習活動 発問・
指示

指導内容 指導事項 学習内容･
活動

指導事項 教師の働き
かけ･教師
の動き

主な学習
活動と発
問

板書事項 学習内容･
活動

学習活動･
内容

予想され
る活動と
反応

3列目の項目名例

指導上の留
意点

学習内容･
活動

教員の支援・
指導上の留意
点・◎評価規
準・方法

生徒の活動
(生徒の反
応）

学習内容と
生徒の活動

学習内容･
活動

指導事項 学習内容･
活動

生徒の反
応･評価の
観点_方法

指導上の留
意点・評価

指導上の留
意点

指導上の留
意点

形態 ●留意点
◇評価の観
点　☆活動

4列目の項目名例

評価規準
(評価方
法)

指導上の
留意点・
評価

指導上の
留意点
【評価の
観点】

指導上の
留意点

指導上の
留意点

指導上の
留意点

評価の観
点

表現

5列目の項目名例
(※6列以上の例無い)

指導上の
留意点・
支援の手
立て◇評
価

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ※ ◎ ※ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

生徒観→生
徒の実態等
教材観→題
材観等

本時の目標
→本時の学
習等

単元名(教科
書名）で記
載
評価の観点
に、指導上
の留置点含
まれる等あ
り。

H26(69th)
関東都県算
数・数学教
育教育研(茨
城)大会等か
ら

H25神奈川
県数学教育
研究会大会
(藤沢)等か
ら

学習指導案記載内容比較表(タイプ分け１４例示)【表ー１】・(H24(2012)～R3(2021)関東圏中高等事例から） R3(2021)1018

項　目

Ⅰ
前
半
部

学
習
指
導
案
・
記
載
項
目
＊
内
容

※「T例２」と「T例11」の網目は本文、２の（４）の説明に対応。

Ⅱ
後
半
部
･･
〇
本
時
の
指
導
内
容

項
目
等
記
載

記
載
項
目
・
内
容
等
の
比
較

◎:指導案にプリント等記載
※:記載はないが使用等あり〇

備
考
等

備　　考
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（４）【表－１】の後半部（下側：1）～5）及びその下の項目）について
　本稿では，指導案の実例は提示していません。その代りとして表に具体的項目名の例を

記載し，概要が分かるようにしました。現場で指導案は多種多様なかたちで自由に作成さ

れていることを理解するために，ややまれと思われる例も含めました。

　比較表では，例えば「T例11」（網目）では，1）2）4）に●がついてます。そして具体

的な記載については，その下の「時間」「板書事項」「指導上の留意点」の３項目名が例に

なります。但し，実際の指導案を読むと，生徒の学習活動や教員の具体的指示等を含め，「指

導上の留意点」の中に簡潔に述べられる等，幅のある柔軟な記述がされています。

　下段・本時の指導内容で，例えば「T例２」（網目）の項目名の例は次の４構成，

　・「展開」 ・「指導事項」 ・「学習内容・活動」　・「指導上の留意点・評価」
ですが，私が講義で例示している指導案（例B）は，内容的に同様の４構成，

　・「過程」 ・「指導内容」  ・「生徒の学習活動」　・「指導上の留意点及び評価の観点」
で，表現に若干の違いはありますが，記述している内容は，基本的にほぼ同じです。

　表の下にプリント等記載の有無と備考にその他の情報を記載しました。なお紙幅の関係

もあり，「評価と指導の一体化」「記述の際の主語」「数学的活動の記載例」などの説明は

省かせて頂きました。

３．学習指導案（例B）について

　今回，例示した学習指導案（例B）【表－２】の対象学年・単元等については，次のよ

うな想定で作成しています。

　基本的には（例A：論集49）と同様の設定ですが，新学習指導要領対応の新版の教科書

の利用に伴い記述を全面的に見直しました。初めに基本設定について説明します。

（内容的に旧版（例A）との比較で，特徴的な変更点３ケ所に下線を付けました。）

・中学校第２学年　教科：数学　普通学級36名　※（例A）の記載は〇〇名。

・単元等：第２章 連立方程式 １節連立方程式（新題材）：1時間目（導入）の授業

・使用教科書：「未来へひろがる　数学２」（啓林館）：令和３年２月２日検定済

※想定人数36名は，今回の新しい教科書の内容を利用しています。通級や取り出しな

どの支援を必要とする生徒は今回も想定していません。学級は活発な生徒やおとなし

い生徒など数名を想定し記述しました。公立小学校では令和３年度から５年かけて１

クラスを35人学級に段階的に引き下げる法案が通っており，公立中学では現行上限

40人に対し令和３年２月に国会で今後検討する考えが初めて示され課題となってい

ます。なお，国が示しているのは，「学級編制の標準」で１学級あたりの上限人数に

なります。

　学習用端末は，国の施策に対応し生徒全員が機器を使用できる状況を想定した内容を指

導案（例B）に新たに加えました。この点は，（例A）には全く無かった記載内容・視点

です。現在，指導案作成上，明らかに経験・研究不足なのが ICT関係です。本年（令和

３年）度，公立小・中学校の全生徒に整備される学習用端末（ICT・アイパッド等）機器

での利活用が始まっています。令和２年初から続く新型コロナの感染拡大によりその導入
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整備・活用が加速しています。ICT関係では「デジタル教科書」や「遠隔授業（ネット利

用による）」への対応も含め改訂の趣旨に沿い効率的かつ効果的な指導を具現化する指導

案の作成に取り組む必要があり，指導案への ICTの反映は必然です。例えば準備を含め

ICTを取り入れた授業の具体的な留意点等についての記載が考えられます。

　また，学習端末の急速な導入で課題への整理・対応力が問われていますが，学習時の利

活用だけでなく，チャットや画像による「いじめ」，不正アクセス，不適切閲覧等含め

ICTによる情報の機器管理とモラル指導の案件も続発しており，何らかの配慮事項を指導

案に加筆する必要性も考えられます。本論稿は「先行」研究稿ではありませんが ICTの

利活用については，（例B）に数ケ所記述を取り入れました。内容に深さがありませんが

何らかの参考になれば幸いです。

　なお本稿は，大学の講義で令和３年度から使用している実際の資料を掲載しています。

新しい情報や不充足な点等については適宜取り上げ，状況変化等含め加筆修正に随時努め

てます。今回提示する（例B）は，中間的で幅のある学力層，記述の簡明さを意識しまし

たが，「標準」「厳密」「詳細」等を念頭に置くと，種々ご批判やご指摘を頂く内容です。

　

４．学習指導案（例B）の各内容の説明について

　本稿では（例A）と重複する説明を減らしながら指導案の項目等について触れます。

学習指導案（例B）【表―２】を利用しながら，指導案の項目・様式等について「１.日時」

から「16. 本時の展開」まで，順に見ていきます。講義では様式は任意としました。しかし，

各項目左から２列目に，記載を必須または他項目などと調整して内容としては必須とした

ものには 「※」，記載自体を任意としたものは無印 「　」 になってます。（例A）で説明を

省いた「16. 本時の展開」について，「〇L30」以下行に記述しました。

なお，（例A）と（例B）は，教科書の単元・節は同じですが，改訂で「さっさ立て（※

補遺参照）」から「社会福祉体験」に題材が変わりました。そのこともあり，（例B）には

多くの加筆・修正が加わっています。以下，（例B）【表―２】を使い，指導案で変更・修

正したり，特に留意等した主な点について，左端のＬ番号を示しながら説明します。

〇L9	 ：教科書の参照ページ等は，令和３年度用（新版）対応です。

〇L11	：用語「知識・技能」を用いた記述としました（※以下L行の下行含むことあり）。

〇L15	：文中「主体的に学ぶ力」は今改訂の「主体的に取り組む態度」を意識しました。

〇L17	：指導時間の全体計画・詳細は，本稿は指導案の概要の例示が趣旨ですので（例A）

同様に短縮しました。教育実習では通常，詳細な指導計画が記述されます。

〇L20	：主体性等を強めに意識し記述しました。

〇L22 ：単元の目的や教材の工夫，今後の指導に繋がる内容等については，（例A）より

指導に具体的により役立つ内容を意識し加筆しました。

〇L23 ：「生徒観」については，通常，個人情報等記載しません。しかし，実際の指導の

為には，簡略な記述等利用し，クラス・生徒の状況把握を支援し指導に役立てら

れる内容とすることが考えられます。

〇L25 ：学ぶ楽しさの記述に，より留意しました。
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〇L28：「評価規準」は（例A）に一部加筆等しましたが基本的に内容は同じです。

〇L30：本時の「観点」については，【知識・技能】で（例A）と同じです。

〇L34：「導入時」における始めの具体的指導について加筆しました。

〇L35 ：「社会福祉体験」については現場では，「車いす」と「点字」共に体験させる場

合があり，36を3と4の公倍数の12と24で分け，10班：12/3＋24/4=4+6=10で，

次時（または授業の後半）は体験を交代し11班：12/4＋24/3＝3＋8=11で指導

することなども考えられます。

〇L37 ：タブレットで，プリント資料配布の代りに，サーバーのデータを参照させるこ

とを考えました。但し，指導の際には時間設定・区切りに注意が必要です。

〇L45	：ここの〇の生徒発言は，生徒の気づきに留意しており，ねらいとも連動して指

導の際の重要ポイントです。学生に指導でどこに重点を置くか注意させています。

〇L61	：連立方程式の扱いでは，係数を分数にするのは難度があり取り扱いに注意が必

要です。通常はごく自然な流れで自然数（正の整数）を用いて導入部を進めます。

〇L68 ：ここは指導の要（かなめ）に当たり，（例A）よりやや丁寧な記述に努めました。

〇L80	：理解状況の把握のための指導をより明確化しました。

〇L82	：「ICT等利用した・・」では，タブレット（クロムブック・PC等）を利用した

発展教材などの準備をしておく必要があります。

〇L86	：実際の指導を想定した内容をより意識しました。

〇L90	：授業の具体的指導内容については，学生の指導案作成の自由度を保つため省略

してあります。「数学的活動」の視点を持った記載も重視したい点です。

〇L93	：（例B）では，生徒の実際の作業時間を考え，まとめ（7分）とし，指導内容の

記載も増やしました。

　なお，指導で補助的に利用されるプリント類等については，掲載資料が増えてしまう為，

意図的に掲載・説明を省きました。

５．まとめ

　本稿が目的としたのは，「指導案の多様性」「学習指導要領の改訂を受けた指導案の例」

を示すことです。ICTについては，脆弱な内容ですが若干触れました。

　本文中で触れましたが，紙幅の関係もあり省いた内容がいくつかあります。

　「評価と指導の一体化」では評価や観点等の考え方，「記述の際の主語」では指導案にお

ける主語（教師と生徒）の考え方，「数学的活動の記載例」では算数的活動・数学的活動

についての文部科学省の説明の経緯などの背景と具体的な留意点などです。教科書には改

訂ごとに様々な工夫や修正が加えられており，記載が省かれている内容を含め講義で取り

上げないと，学生に見落とされがちな視点や重要な事項があり，これらについても機会を

改めて触れられたらと考えています。

　中学校における35人学級や遠隔講義，デジタル教科書等の扱い，学習端末利活用の際

の留意点，指導の際の視点等の工夫と共にその指導法は喫緊の課題となっています。また，

「個別最適な学び」「協働的な学び」，前稿で触れた「教科等横断的な視点」などについて

の研究も今後深めていきたいと考えています。
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【※補遺（さっさ立て）】

　「さっさ立て」は，教科書【啓林館・教科書未来へひろがる数学２．H27年２月27日版ー

p55】で，日本に昔からある遊びとして紹介されています。出典は，江戸時代に中根彦循（ナ

カネゲンジュン）が書いた和算本「勘者御伽双紙（カンジャオトギゾウシ）」で，三十銭

を１銭と２銭に「さあさあ」と十八回言って分け終わったならどう分けたのかという問い

が紹介されています。式で， x + y = 18 ，x + 2y = 30　等と表せます。

　ここで連立方程式等の章について，従前の教科書のコラム等を見てみます。参考題材と

して３例（易～難）紹介します。

例―１．　同じ啓林館の教科書になりますが，新訂数学２年（昭和64年度用p43）では，「つ

るかめ算」が中国の３，４世紀ころの数学書「孫子算経（ソンシサンキョウ）」の，籠に

雉と兎で頭が35，籠の下を見ると足が94本という話が，19世紀に日本に入り「鶴と亀」

にかわって紹介されたという話などが紹介されています。

例―２．　学校図書・中学校数学２（平成４年１月31日版 p67）では「あぶら算」として，

江戸時代に数学を勉強する人に読まれた，吉田光由（ヨシダミツヨシ）の「塵劫記（ジ

ンコウキ）」から，10升ある油を３升と７升のますを１個ずつ使い二人に５升ずつわけ

るにはどうしたらよいかという問題を吉田がますを５回使って解いた話，不定方程式  
3x － 7y = 5 などが紹介されています。中高生の授業などで扱いやすい題材です。

例―３．　東京書籍・新編新しい数学（２）（昭和64年１月20日版 p67）では，「数学のひ

ろば」で「九章算術（キュウショウサンジュツ）」の一つの章「方程」が，「方程式」の

由来である話，例題として，棚の上・中・下段にある稲の束，３，２，１束ずつからは実

が39斗，２，３，１束ずつからは実が34斗，１，２，３束ずつからは実が26斗取れるが，

一束ずつではそれぞれ実は何斗取れるか？という三元連立１次方程式の問と解（解はそ

れぞれ， 9 + 1/4 ，4 + 1/4 ，2 + 3/4 という有理数の値になります）が示されています。加

えて，切手３種の３通りの購入合計額から解く練習問題が載っています。三元連立方程

式は，現在高校で扱われる範囲で，昭和から平成（初めの頃）に中学生だった方には目

にすることができた内容ですが（覚えてられるかどうかは別），現在の大学生には想定

しずらい題材です。

　前稿の「さっさ立て」以外に，他教科書や関連書籍にも多くの教材・具体例があります。

「連立方程式」は，「福祉関係」を含め様々な題材とその取り上げ方，導入時の入り方，話

し合いの進め方（含アクティブ・ラーニング等），主体的な学びへのつなげ方，ICTの利

活用等，多種多様な視点から工夫し取り組める広さ・深さがあり，線形代数学の話題など

にもつなげやすい単元です。
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